
第１回「市民会議」会議録 

 

開 催 年 月 日   平成20年 7月 12日（土） 

開 催 場 所   海津総合福祉会館2階「研修室2」 

参 加 者 数   27名 

開 会   午後1時30分 

閉 会   午後3時30分 

会 議 次 第 

            1 あいさつ 

2 分科会長あいさつ 

3 前回会議録の承認 

4 協議事項 

(1)検討分科会と活動の経緯について 

(2)講話『まちづくりの憲法・自治基本条例と地域活性』 

講師 岐阜経済大学経済学部 鈴木誠教授 

(3)意見交換会 

グループワーク 

5  閉会 

 

 

会議録（要約） 

事 務 局 

 

 

 

会   長 

 

事 務 局 

 

 

 

 

 

 

 

参 加 者 

 

定刻になりましたので、ただいまから市民会議を開催させていただきます。 

海津市まちづくり委員会（仮称）自治基本条例検討分科会、永田会長より挨拶をお願

いします。 

 

＜会長あいさつ＞ 

 

ありがとうございました。 

さて、では協議事項に入ります。 

（１）検討分科会と活動の経緯について説明いたします。 

 

＜事務局説明＞ 

 

ただいまの件につきましてご質問等、ございますか。 

 

（質問）分科会の構成メンバーはどうなっているのですか。行政だけですか。 
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事 務 局 

 

 

 

 

 

 

鈴 木 教 授 

 

事 務 局 

 

 

 

鈴 木 教 授 

 

 

 

 

 

 

 

鈴 木 教 授 

 

１グループ代表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

構成メンバーは、公募市民、ボランティア組織等団体関係者、自治連合会代表、行政

の関係部署などで構成されおり、市民の参加の方が多くなっています。 

そのほか質問などありますか。 

（質問なし） 

続きまして『まちづくりの憲法・自治基本条例と地域活性』と題して、岐阜経済大学

経済学部教授、鈴木誠教授からお話をしていただきたいと思います。 

 

＜鈴木教授講話＞ 

 

ありがとうございました。 

では、これからグループワークを行いたいと思います。鈴木先生に司会をお願いした

いと思います。 

 

ではグループ討議に入りたいと思います。テーマは市民参画によるまちづくりについ

て、必要と思われるか、必要であるならば、特定の市民だけではなく、多くの人たち

が自分の課題を持ち寄って意見を言ったり行動したり或いは行政と一緒になってまち

づくりをしていくことができるような条例を作ることについてはどう思われるのか、

これらについて意見交換をしていただきたいと思います。 

 

＜グループ討議＞ 

 

それでは、発表をお願いしたいと思います。 

 

まず市民会議に参加された方がそれぞれの個人の意見を出し合って、是か非かの方向

付けをするべきではないかという意見がありました。 

そのほかに自治会を通じて必要かどうかの是非を聞くという話もありましたが、とり

あえずは市民会議に参加した個人の意見を総合して方向付けをしていった方がよいと

いった話がありました。 

市民の意見を吸い上げるということになれば、条例が必要ではないのか、ということ

のほかに、何のためにこの条例を作るのかということですが、行政とか市民とか議会

とか、そういうところの調整づくりのために必要であれば、必要なのではないかと。

じゃあ必要なのであればどういうものが必要かということも検討すべきですが、今日

は第1回目と言う事で、事前の知識がなかったものですから、必要かどうかといわれ

ると、結論づけとしては、今の時点ではできないけれど、これから会議を重ねながら

ここへ集まった人の個人の意見ということで調整したほうが良いのではないかという

話になりました。以上です。 
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２グループ代表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３グループ代表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

鈴 木 教 授 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

条例をつくることに意味があるのかという前に、まず困っていることはあるかという

事で女性の意見という事で聞かれたのですが、日中は男性は仕事に行かれるので海津

市を留守番しているのは女性だということで、子どもたちとお年寄りのお世話、そこ

へ地震などあった場合の防災について困っていますという話をしたのですが、地域の

人たちの情報を集めるということでもしていれば･･･ 

まちづくり条例を作る以前に地域での人と人とのつながりを考えていくことのほうが

大事ではないかとか自治会を通して行政へもっていってという仕組みも、自治会によ

っては意見が拾ってもらえない、とくに女性の意見は聞き入れてもらえにくい、そん

な中からまちづくりに対してかかわっていこうというよりも、海津市の中でも温度差

がありますので、そういうことから関わっていかなければならないという話になりま

した。 

 

私自身、まちづくり講座を受講してから協働は必要だという認識を持つようになった

んですが、そういう機会がなければ一般の住民の方はほとんど協働ってなんなのと、

言葉に対するなじみもないというのが総論でした。 

協働といっても、役所の下請け、押し付けに近いようなこともたくさんあるよと、そ

ういうような認識をもたれている方もみえます。 

今回のような市民会議を広めるために市からも周知があるんですが、なかなか参加し

ようという意識も、読もうとする意識も薄いと思います。 

色んなことを行政に言えばやってくれるという意識が高いという意見も出ています。

その中で協働の意識を高めていくために、市民が身近に求めるもの、例えば防災とか

生活上での困りごと、そういう身近に起きている困りごとをテーマにしてまちづくり

条例に入っていくやり方のほうが、協働ということに対して参画意識が持てるのでは

ないかと、大きなテーマではじめても皆がピンと来ないというのが実態ではないでし

ょうか、ということが話題に上がりました。 

 

ありがとうございました。 

みなさんも普段、こういう場がないとなかなか意見を言えないことでも、今日ずいぶ

んお話をしていただいた部分もあると思います。市民参画というのはまさにこういう

機会そのものだと思います。制度があるだけではダメで、それを生かしていかなけれ

ばならない、そのためにはこういう場があるということを常に情報を発信して、どう

いう風に手続きをとったらここに到達できるのか、こういうことを明確にして誰もが

そこにアクセスできるようにしておかなければならない。と同時にこういったところ

で意見をいただいたら聞きっぱなしにしないで、今度はここでの意見というものを生

かして、次に進んでいかなければならないと思います。 

市民参画によるまちづくりというのは、抽象的なようで実は足元から始まっているし、

色んなチャンスがあるのだけれど、まだそれを生かされていないというのが現実問題
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事 務 局 

 

あるのかもしれません。 

みなさんに最後伺いたいのですが、個別の意見も含めて、市民が直接、行政職員と席

を交えて話し合いをしたり方向性を探ったり、地域の自治会の活用の仕方やＮＰＯへ

の参画の仕方など、こうした市民参画の取り組みがあったほうがいいのか、あれば参

加をしたいか挙手をして教えてください。 

＜８割くらい挙手＞ 

ありがとうございました。 

これからこういう条例であるとか重要なことは、直接皆さんに意見を伺うというよう

なことを何度も何度もしていかなければいけないと思います。その中で作られていく

べきものですので、条例が必要であるのか、必要であるならどんな内容で、どんなま

ちづくりを目指すものなのか、このあたりを皆さんに直接意見をいただく場面を今後

持つかもしれませんし、べつの方法をいただくかもしれません。またそのときにはぜ

ひご協力をいただければと思います。 

 

ありがとうございました。 

以上をもちまして、第1回市民会議を閉会させていただきます。 
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